
 　  もう大丈夫？土曜ICT家庭学習日！ 
     気づけば定期考査も２週間前になり、あっという間に⼆学期も終盤になりました。今週も⼟曜ＩＣＴ家庭学 
    習⽇がやってきました︕内容については以下のとおりですので、今回も挑戦してみてください。 

     

 １校時︓国語  ２校時︓英語  ３校時︓家庭科 

 ８︓４５〜９︓３５  ９︓４５〜１０︓３５  １０︓４５〜１１︓３５ 

 【めあて】 

 要約に必要な⼒を⾝につけるこ 
 とができる 

 【めあて】 

 三単現の肯定⽂・否定⽂を正しく理 
 解し、問題に答えることができる。 

 【めあて】 

 ⽇本の⾷⽂化を理解し、和⾷につ 
 いてまとめることができる。 

 （準備するもの） 

 ・Chromebook 

 【準備するもの】 

 ・Chromebook 

 【準備するもの】 

 ・Chromebook ・教科書 

 【学習内容】 

 ・すららで⽂章の要約に関する 
 課題を出しています。 

 ・要約は１０分程度で終了とな 
 りますが、９︓３５までは⾃⾝ 
 に合わせた課題が出されるので 
 取り組んでみましょう。 

 【学習内容】 

 ・すららで三単現のｓの復習問題を 
 出題しています。今回は、時間の関 
 係上肯定⽂と否定⽂のみ出題してい 
 ますが、時間をつくって疑問⽂にも 
 取り組んでみましょう。  

 【学習内容】 

 ・事前に配布したワークシートに 
 ⽇本の⾷⽂化について調べ、記⼊ 
 する。 

 ・和⾷の献⽴を⼀つ調べ、材料や 
 作り⽅をまとめる。 

 【アドバイス】 

 ・最初の問題を解くと、その後 
 は⼀⼈⼀⼈に合わせた問題が出 
 されるので、時間いっぱい取り 
 組みましょう。 

 【アドバイス】 

 ・問題に取り組み、⽂法の復習をし 
 ましょう。また、覚えていない単語 
 などがあれば練習し、意味を覚えて 
 正しく書けるようにしましょう。 
 （単語テストや期末考査の範囲で 
 す。） 

 【アドバイス】 

 ・教科書（P.90〜P.95）を参考に 
 したり、家族に質問したり、書籍 
 やChromebookで調べたりしてま 
 とめよう。 

 ・ワークシートは11.5（⽕）朝に 
 提出してください。 



 　 次へ進むために・・・ 
     皆さんはまだ学習していませんが、古典作品の「徒然草」は知っていますか︖『徒然なるままに』から始ま 
    る有名な作品です。その冒頭には、『⼼にうつりゆく由なしごとを、そこはかとなく書き付くれば』とありま 
    す。私も今回は有名な古典作品になぞらえて、そのように書いてみようと思います。この⾔葉の意味が気にな 
    る⽅は、是⾮調べてみると良いでしょう。 
     ⽂化祭を終えたと思えば、すぐ次のことが始まる。忙しないかもしれませんが、これは世の常なのかもしれ 
    ません。あえて難しい⾔い回しをするのであれば、「時間というものは不可逆性をもつもので、常に⼀⽅向に 
    進んでいる。」とも⾔えるでしょう。 
     時間が進むとともに、新たな出来事が常にやってくることを思えば、既に終えたことにだけ⼼を向けている 
    ばかりではならないように思います。何も思い出を捨てよ︕ということを⾔いたいわけではありません。終え 
    たことを良き思い出とし、次へ進むための糧とする。そういう切り替えが⼤切なのではないかと思ったのです。 
     ⽂化祭を⼀つの思い出として、次へ⼀歩踏み出す。そういうきっかけとして、定期考査が近づいてはいます 
    が、来週は⽂化祭の思い出を書いた作⽂の⼀部を紹介させてもらおうと思います。 
     ここまで⽂章を書いて、皆さんに向けたはずの⾔葉でしたが、⾃分⾃⾝にも当てはまるところの多い話だと 
    思いました。⾃戒の念を込めて。 

 来週以降の予定！来週も頑張ろう！ 
 1校時  2校時  3校時  4校時  給⾷  5校時  6校時  備 考  下校予定時刻 

 ４日（月）  振 替 休 ⽇ 

 ５日（火）  ①  ②  ③  ④  ◯  ⑤  ⑥  全校朝礼  １５︓５０ 

 ６日（水）  ①  ②  ③  ⑤  ◯  ／  ／  ④カット 区中研研究授業  １３︓２５ 

 ７日（木）  ①  ②  ③  ④  ◯  ⑤  ⑥  １５︓５０ 

 ８日（金）  ①  ②  ③  ④  ◯  ⑤  委員会  ⑥カット 専⾨委員会  １４︓５０ 

 　　　　　　　　  ※１１⽉６⽇（⽔） ７年３組は５時間⽬に美術の研究授業を⾏うため、１５︓００頃下校と  なります。 

 保護者の皆様より  ～いつもご返信いただきありがとうございます〜 

       ⽂化祭、お疲れ様でした。当⽇は⽣き⽣きと発表する中学⽣の皆さんがとても輝い 
       ていました。みんなそれぞれの個性、⼀⼈ひとり違う声を持つ仲間たちが集まって、 
       混ざり合うことによって、⽂化会館のホールで響き渡った皆さんの歌声が広がりや 
       深みを感じ、改めて合唱って素敵だなと思いました。先⽣が録画した合唱をクラス 
       で⾒ることができたようで、家で嬉しそうに話していました。⼦どもたちにとって、 
       ⼤切な思い出を仲間たちといっしょに振り返ることで記憶とともに絆も深まったの 
       ではないでしょうか。また、⽂化祭を迎えるにあたって、「マナー」について学校での話だけでなく、 
       良いタイミングで⽂章を通して⼦どもたちに丁寧に伝えていて、⾮常に良かったと思います。改めてた 
       くさんの「学び」があってからこそ東京で⼀番の⽂化祭だなとしみじみに思います。ありがとうござい 
       ました。 
         →   ご返信いただきありがとうございます。いつも保護者の皆様からの温かいお⾔葉をいただき、  感謝 
         しております。内容につきましても触れていただき、「今回のことを書いてよかったな」と思いま 
         した。私共も常に難しいなと感じているのは、様々なことを伝える「タイミング」です。今回はお 
         ⼦様たちに、よいタイミングで情報を伝えられたのだなと感じることができました。これからも変 
         わらず、お⼦様たちに向き合っていきたいと思いますので何卒よろしくお願い申し上げます。 


